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6月の教育委員会主な行事予定  

 

   ■市立前橋高等学校 吹奏楽部 第２９回定期演奏会   
          笑顔 ～４３人の感謝と想いを乗せて～ 
 

 
６月１１日（日）に、ベイシア文化ホール

（大ホール）で第２９回定期演奏会を開催し

ます。 

 部員４３人の感謝と想いを乗せて笑顔で演

奏します。 

 皆様のご来場をお待ちしております。 
 

■開場：１７時 

■開演：１７時半 

■入場料：５００円（全席自由） 

 

■市立前橋高等学校文化祭 
～第２４回けやき祭～ 

 

 

 

 

 

▲今年度のポスター 

６月２日（金）、６月３日（土）に 

一般公開で、「けやき祭」（テーマ：

「Reborn～青春に返り咲く～」）を開催

します。 

文化部や有志が活躍する「ICHIMAE 

PERFORMANCE FESTIVAL」など、楽しい

企画が盛りだくさんです。ご来校の際

は、上履き（スリッパ等）をご持参くだ

さい。 

皆様のご来校をお待ちしております。  

6/2-3 
FRI - SAT 

 

■少年の主張 前橋大会  
～中学生の新鮮な考えに触れる～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

▲昨年度の様子 

市内の中学生の代表生徒が日頃生活の

中で抱いている様々な考えを発表しま

す。 

コロナ禍という未曾有の事態を経験し

た中学生ならではの視点や発想には、未

来を担う若者として、頼もしさを感じま

す。 

皆様のご来場をお待ちしております。 

※事前予約不要です。 

〇開催概要 
 

   日 時 令和５年６月２７日（火） 

     １３時～（受付１２：３０～） 
 

   会 場 中央公民館 ３階 ホール  

     （前橋市本町二丁目１２－１ 

      前橋プラザ元気２１内） 

6/27 
TUE 

【演奏曲の紹介】 
 

 第１～３部構成です。１５曲程度演奏します。 
 

 ・蘇る火の鳥 

 ・2023年度全日本吹奏楽コンクール課題曲 

 ・天之御中主神（あめのみなかぬしのかみ） 

 ・歌劇「カヴァレリア・ルスティカーナ」より 

 ・Paradise Has No Border 

 ・Omens Of Love 

 ・Sing! Sing! Sing! 等 

連絡先： 前橋高等学校 231-2738 連絡先： 生涯学習課 212-4033 

連絡先： 前橋高等学校 231-2738 

6/11 
SUN 

▲市前マスコットキャラクター 

「イチマル」 

▲市前校章 



 

～前橋で学ぶすべての人のために～ 前橋市教育委員会 
発行元：教育委員会事務局総務課 連絡先：027-898-5802  

  

  ■前橋教育振興基金への寄附 
 

   

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

～教育長の想い～ 
 
 

令和５年5月校長会議 教育長あいさつから 

 

寄附へのご協力をお願いします  
 

担当：教育委員会事務局 総務課 連絡先：027-898-5802 

〇教育でつなぐあなたの想い 

 大切な遺産を「教育」のために 
 生前のご本人の意思や相続人の意思を受け継ぎ、円滑なお

手続きが実現するよう、金融機関と「遺贈寄附・相続寄附」

に関する協定を締結しました。 

 

≪ 協定金融機関 群馬銀行・東和銀行 ≫ 

 前橋市の教育のためにいただいた寄附を、前橋市教育振興基金として積み立て、

各種教育事業に使わせていただいています。前橋で学ぶ全ての人のための教育委員

会であり続けるために、皆様のご支援とご協力をお願いします。 

〇活用はさまざまな分野で 
 お預かりした寄附金は、学校をはじめ、文化財や図書館・

公民館など、さまざまな教育の現場に活かされています。 
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 年齢や経験を重ねると、思考が柔軟性を失い、思考の癖も強くなってきます。 

 それに対抗するために私がやっていることが２つあります。１つは、頭の中で

考えていることを他者に説明できるように文字化・言語化するということです。 

 文字に落とし、言語化することで、自分の思考の癖を客観的に見ることができ

ます。 

 ２つ目は、多様な人と話すということです。専門外の人と業界用語や専門用語

を使わずに話をする。生き方や考え方が異なる人と話してみるということです。 

 取り除くのはあくまでも思考の癖であり、大切にしてきた文化や経験ではあり

ません。大事なのは、これまで積み上げてきた知識や経験を生かして思考を深

め、再構築することです。   


